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望
洋
荘
で
の
「
百
歳
バ
ン
ザ
イ
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福
島
県
内
の
百
歳
以
上
の
高
齢
者
は
平
成
１
７
年
４
月
現
在
で
、
三
百
七
十
三
名
（男
性
四
十
八
名
、
女

性
三
百
二
十
五
名
）で
す
。
い
わ
き
市
内
で
は
、
男
性
八
名
、
女
性
四
十
七
名
の
計
五
十
五
名
で
す
。
ち
な
み

に
、
県
内
の
最
高
齢
者
は
、
福
島
市
在
住
の
女
性
で
百
八
歳
（明
治
三
十
年
生
）、
市
内
で
は
四
倉
町
在
住
の

女
性
で
百
七
歳
（明
治
三
十
一
年
生
）で
す
。 

 

「望
洋
荘
」を
開
設
し
て
い
つ
の
ま
に
か
一
年
半
余
と
な
り
、
入
居
者
の
方
々
も
落
着
い
た
生
活
を
お
く
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
今
回
、
当
施
設
初
め
て
の
め
で
た
い
百
歳
の
賀
寿
を
、
明
治
三
十
八
年
五
月
一
日

生
の
山
際
イ
ク
ヨ
様
が
む
か
え
ら
れ
ま
し
た
。
大
正
十
五
年
に
結
婚
さ
れ
六
人
の
子
供
さ
ん
を
育
て
ら
れ
ま

し
た
。
趣
味
は
テ
レ
ビ
の
歌
謡
番
組
を
見
る
こ
と
、
長
生
き
の
秘
訣
は
、
「く
よ
く
よ
し
な
い
こ
と
」
と
い
っ
て
い

ま
す
。
御
子
息
が
、
挨
拶
の
な
か
で
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
と
激
動
の
時
代
を
子
供
た
ち
を
教
育
し
な

が
ら
、
黙
々
と
生
き
抜
い
て
き
た
こ
と
に
、
感
謝
の
言
葉
を
か
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
は
に
か
み
な
が
ら
頷
ず

く
イ
ク
ヨ
様
の
姿
を
見
る
に
、
年
老
い
た
幼
児
の
面
影
を
み
る
思
い
で
し
た
。 

 

百
歳
の
誕
生
日
に
設
定
さ
れ
た
賀
寿
贈
呈
式
は
、
ご
家
族
の
意
向
に
沿
っ
て
「望
洋
荘
塩
屋
岬
広
場
」の
ホ

ー
ル
で
開
催
。
式
に
は
山
際
家
の
皆
様
と
入
居
者
、
職
員
が
出
席
。
式
典
で
は
県
、
市
、
老
人
ク
ラ
ブ
（県
・

市
）、
市
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
か
ら
記
念
品
、
祝
い
金
な
ど
が
贈
ら
れ
、
お
孫
さ
ん
か
ら
の
花
束
贈
呈
な

ど
あ
り
、
イ
ク
ヨ
様
の
長
い
人
生
で
培
っ
た
暖
か
い
雰
囲
気
を
感
じ
さ
せ
る
式
で
し
た
。
続
い
て
祝
賀
会
に
う
つ

り
、
職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
余
興
で
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

来
年
は
、
お
二
方
が
百
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
方
達
の
よ
き
先
達
と
し
て
、
山
際
様
が
こ
れ
か
ら
も
お

元
気
で
日
本
一
の
長
寿
者
に
な
ら
れ
ま
す
よ
う
祈
念
し
て
、
「百
歳
バ
ン
ザ
イ
」の
拍
手
を
お
く
り
た
い
と
思
い

ま
す
。 

                            

第 １ ８ 号 

平成 1７年 

５ 月 発 行 

『
百
歳
賀
寿
贈
呈
式
』
家
族
揃
っ
て
記
念
写
真 
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五
月
一
日
（
日
）
望
洋
荘
入
居
者
で
あ
り
ま
す
「
山
際
イ
ク
ヨ
」
さ
ん

が
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ま
し
た
。
当
日
は
、
福
島
県
及
び
い
わ
き
市
よ

り
多
数
の
ご
来
賓
を
頂
き
ま
し
て
の「
百
歳
賀
寿
贈
呈
式
」、
続
き
ま
し
て
、

施
設
の
入
居
者
・
職
員
に
よ
る
山
際
さ
ん
の
百
歳
の
誕
生
日
を
お
祝
い
し

て
の
「
百
歳
賀
寿
祝
賀
会
」
が
執
り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

望
洋
荘
で
初
め
て
百
歳
賀
寿
で
し
た
が
、
ご
家
族
様
が
大
き
な
鯛
を
持

っ
て
来
て
下
さ
り
、
昼
食
に
ユ
ニ
ッ
ト
の
み
ん
な
に
分
け
合
い
長
寿
に
あ

や
か
り
ま
し
た
。
赤
飯
と
鯛
で
ユ
ニ
ッ
ト
の
み
ん
な
で
お
祝
い
を
し
ま
し

た
。 

                 

                   

【
百
歳
賀
寿
贈
呈
式
】 

 
 

福
島
県･･･

･･･

賀
状
・
記
念
品
・
色
紙
（
佐
藤
栄
佐
久
県
知
事
直
筆
）
贈
呈 

 
 

い
わ
き
市･

･･ 
賀
状
・
祝
金
贈
呈 

 
 

県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・
市
社
会
福
祉
協
議
会･

･･

賀
状
・
記
念
品
贈
呈 

 
 

山
際
家
・
り
ん
さ
く
福
祉
会
よ
り
花
束
贈
呈 

山
際
家
親
族
代
表
よ
り
謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。 

【
百
歳
賀
寿
祝
賀
会
】 

理
事
長
よ
り
お
祝
い
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
山
際
様
よ
り
車
椅
子
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。
戴
き
ま
し
た
車
椅

子
は
大
切
に
使
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

余
興
で
は
、
双
子
の
「
坂
本
ツ
イ
ン
ズ
」
さ
ん
に
よ
る
ヨ
ー
ヨ
ー
芸
・「
縁 

美
寛
」
さ
ん
に
よ
る
塩
ビ
管
尺

八
演
奏
と
み
ん
な
を
楽
し
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
最
後
は
職
員
に
よ
る
「
マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
」
仮
装
な
の
か
？

変
装
な
の
か
？
得
体
の
知
ら
な
い
格
好
で
踊
り
ま
く
り
ま
し
た
。
仕
事
の
合
間
に
一
生
懸
命
練
習
し
た
成
果
が

出
て
大
変
好
評
で
し
た
。
勢
い
づ
い
て
か
、
施
設
内
を
踊
り
流
し
入
居
者
全
員
大
喜
び
で
し
た
。 

『
百
歳
賀
寿
』
山
際
イ
ク
ヨ
様 

山際イクヨさん 
明治 38年 5月 1日生まれ 
百年の年輪は全て丸くし

ています。毎日規則正しく

同じ時間に起床します。 
肉以外に好き嫌い無く良

く噛んで食べます。 
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酒
と
美
声
と
玉
遊
び
の
顛
末 
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早
い
も
の
で
平
成
十
年
の
第
三
回
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
小
生
が
幹
事
を
務
め
た
の
は
四
年
前
。
今

回
は
、
地
元
で
一
番
の
名
門
コ
ー
ス
「小
名
浜
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
」
を
ご
用
意
し
て
、
お
待
ち
を
申

し
上
げ
ま
し
た
。
時
は
平
成
十
四
年
霜
月
十
日
。
全
国
的
に
早
い
本
格
的
な
寒
さ
到
来
の
時
期
と

重
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

前
日
に
い
わ
き
駅
近
く
の
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
椿
山
荘
へ
集
合
の
約
束
で
あ
り
ま
し
た
。 

温
泉
宿
と
思
い
込
み
湯
に
浸
る
べ
く
熱
○
氏
が
一
番
乗
り
で
早
々
に
来
着
。
次
に
田
○
氏
が
自
家

用
車
に
て
当
院
に
ご
来
駕
。
頃
合
い
を
見
計
ら
っ
て
二
人
で
宿
へ
行
く
と
ほ
ぼ
同
時
に
熊
○
、
鳥
○
、

岡
○
の
三
氏
も
到
着
。
当
日
参
加
の
高
○
氏
を
除
き
全
員
集
合
と
な
り
、
早
速
第
一
ラ
ウ
ン
ド
の

会
場
へ
赴
く
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
磯
料
理
の
料
亭
で
鮟
鱇
鍋
を
予
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
時

期
尚
早
と
い
う
こ
と
で
幻
に
。
そ
れ
で
も
小
生
の
手
前｢

美
味
し
い｣

と
食
し
て
く
れ
て
ひ
と
安
心
を

い
た
し
ま
し
た
。
用
意
を
し
た
地
元
の
生
酒｢

又
兵
衛｣

（
三
国
連
太
郎
氏
ご
推
薦
）の
力
が
大
き
か

っ
た
よ
う
で
は
あ
り
ま
す
が
。 

前
夜
祭
の
第
一
ラ
ウ
ン
ド
を
如
何
に
戦
う
か
が
、
本
戦
の
運
命
を
左
右
し
て
い
る
の
は
、
過
去

十
回
の
コ
ン
ペ
で
証
明
さ
れ
て
い
よ
う
。
二
日
酔
い
に
耐
え
得
た
者
が
、
ウ
ィ
ナ
ー
と
し
て
の
栄
冠
を

勝
ち
得
て
き
た
歴
史
は
覆
せ
ま
い
。
小
生
思
う
と
こ
ろ
、
酒
豪
順
位
は
、
上
位
に
鳥
○
、
熱
○
、
岡

○
の
三
氏
。 

程
々
に
、
つ
き
合
い
よ
く
飲
む
の
が
、
熊
○
氏
。
田
○
氏
は
す
で
に
飲
む
前
か
ら
つ
や

や
か
な
若
々
し
い
顔
が
紅
潮
気
味
。
と
っ
と
っ
と
と
注
い
で
い
る
う
ち
に
「
も
う
結
構
」
と
い
う
風

情
・・
・羨
ま
し
い
限
り
で
あ
る
。
二
時
間
余
の
戦
い
に
終
止
符
を
打
た
ん
と
す
れ
ど
も
、
上
位
組
に

は
些
か
酒
量
不
足
と
判
断
。
い
わ
き
に
し
て
は
珍
し
い
寒
風
の
中
、
肩
を
窄
め
て
第
二
ラ
ウ
ン
ド
会

場
に
移
動
と
な
り
ま
し
た
。 

あ
ん
ち
ゃ
ん
風
の
バ
ー
テ
ン
と
愛
想
の
良
い
お
ね
え
ち
ゃ
ん
を
前
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
好
み
の
酒
を

注
文
し
て
の
カ
ラ
オ
ケ
合
戦
。
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
言
わ
ず
も
が
な
小
生
、
地
元
の
塩
屋
崎
灯
台
が

舞
台
で
あ
る
「
み
だ
れ
髪
」
を
僭
越
な
が
ら
披
露
。
続
い
て
「無
法
松
の
一
生
」を
熱
○
氏
が
豪
快
か

つ
朗
々
と
歌
い
あ
げ
た
。
順
を
争
う
こ
と
も
な
く
下
記
の
歌
を
酔
い
に
任
せ
て
田
町
（い
わ
き
の
繁

華
街
）
に
響
か
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
最
後
に
田
○
氏
と
小
生
で
「あ
ざ
み
の
歌
」
を
歌
っ
て
優
劣
を
競

っ
た
の
で
あ
る
が
、
評
価
し
て
も
ら
う
も
決
着
つ
か
ず
・
・
・。
曲
名
を
み
る
と
、
新
し
い
歌
は
な
く
、

古
い
も
の
だ
け
よ
く
憶
え
て
い
る
老
人
性
痴
呆
の
初
期
症
状
を
思
わ
せ
る
現
象
か
な
、
と
脳
裏
に

浮
か
ん
だ
が
、
口
に
は
出
さ
ず
に
ゴ
ク
ン
と
飲
み
込
ん
だ
の
で
あ
り
ま
す
。
明
日
の
良
い
天

候
を
念
じ
つ
つ
、
酒
豪
は
ホ
テ
ル
で
そ
れ
ぞ
れ
に
と
相
成
り
カ
ラ
オ
ケ
合
戦
終
了
。 

 

当
日
は
面
々
ホ
テ
ル
か
ら
当
院
の
駐
車
場
に
タ
ク
シ
―
で
集
合
。
田
○
氏
と
小
生
の
車

に
分
乗
し
て
本
戦
会
場
へ
直
行
。
来
る
の
か
来
な
い
の
か
、
ヤ
キ
モ
キ
し
て
い
た
高
○
氏
も
自

家
用
車
で
無
事
到
着
し
て
幹
事
と
し
て
は
一
安
心
。
寒
い
も
の
の
前
日
よ
り
は
天
候
も
回

復
し
、
こ
れ
ま
た
胸
を
撫
で
下
ろ
し
た
。 

 

 
 
 

一
組 

 

須
○ 

岡
○ 

高
○ 

鳥
○ 

 
 
 

二
組 

 

田
○ 

熊
○ 

熱
○ 

 

当
然
の
こ
と
な
が
ら
ス
タ
ー
ト
前
か
ら
舌
戦
も
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
。
握
り
も
含
め
て
の
談
合

が
成
立
し
て
、
南
コ
ー
ス
か
ら
ゴ
ン
グ
開
始
。
鳥
○
氏
の
み
調
子
悪
し
。
他
は
い
つ
も
の
調
子

で
そ
こ
そ
こ
の
て
い
。
気
の
合
っ
た
メ
ン
バ
ー
で
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
の
ゴ
ル
フ
は
、
楽
し
い
も
の

で
あ
る
。
ハ
ー
フ
後
、
全
員
で
前
半
の
反
省
を
し
な
が
ら
、
目
光
（
い
わ
き
地
区
の
名
産
の

魚
）
を
肴
に
酒
、
酒
、
酒
。
あ
あ
極
楽
、
極
楽
。
後
半
の
西
コ
ー
ス
も
鳥
○
氏
ス
コ
ア
伸
び
悩

み
、
岡
○
、
熱
○
の
両
氏
の
頬
が
ニ
ン
マ
リ
と
・・
・。
結
果
は
言
わ
ず
も
が
な
の
事
、
地
元
の
コ

ー
ス
を
熟
知
し
て
い
る
上
に
、
第
一
ラ
ウ
ン
ド
の
戦
い
に
余
裕
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
小
生
に

軍
配
は
挙
が
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
握
り
も
熱
○
氏
被
害
些
少
。
鳥
○
氏
の
被
害
甚
大
。
悔

し
が
る
姿
を
ご
想
像
あ
れ
。
湯
で
暖
ま
っ
た
後
、
表
彰
式
な
ら
ぬ
パ
ー
テ
ィ
を
開
き
、
各
人

の
タ
レ
バ
の
発
言
の
内
に
閉
会
。
田
○
氏
と
高
○
氏
は
乗
用
車
に
て
そ
れ
ぞ
れ
帰
路
に
つ
い

た
。
熱
○
、
熊
○
、
鳥
○
、
岡
○
氏
を
い
わ
き
駅
ま
で
見
送
っ
て
の
、
お
別
れ
と
な
っ
た
が
、

酒
、
ビ
ー
ル
、
お
つ
ま
み
を
大
量
に
買
い
込
み
、
遠
足
気
分
の
面
々
を
眺
め
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
羨

ま
し
い
気
分
で
あ
っ
た
。
次
回
も
同
じ
様
が
呈
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
が
楽
し
み
で

あ
る
。 

「医
科
十
三
期
同
窓
会
誌 

第
十
一
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
報
告
」よ
り 

⑥
．
舟
唄 

⑤
．
あ
な
た
の
す
べ
て 

④
．
奥
入
瀬 

③
．
白
い
花
の
咲
く
頃 

②
．
無
法
松
の
一
生 

①
．
み
だ
れ
髪 

熊
○ 

岡
○ 

鳥
○ 

田
○ 

熱
○ 

須
○ 

⑫
．
あ
ざ
み
の
歌 

⑪
．
南
国
土
佐
を
後
に
し
て 

⑩
．
今
夜
は
離
さ
な
い 

⑨
．
酔
い
ど
れ
て 

⑧
．
月
の
法
善
寺
横
丁 

⑦
．
柿
の
木
坂
の
家 

須
○
・田
○ 

岡
○ 

鳥
○ 

熊
○ 

熱
○ 

須
○ 

理
事
長
の
著
作
集
よ
り 

そ
の
⑰ 



介
護
老
人
福
祉
施
設 

『
望
洋
荘
』 

 
職
員
紹
介
⑱
＆
コ
メ
ン
ト
集 
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介
護
士 

國
分 

奈
保
美 

  

望
洋
荘
で
働
き
始
め
て
、
五
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
最
初

は
戸
惑
い
や
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
利
用
者
様
方

と
過
ご
す
時
間
が
楽
し
い
で
す
。
利
用
者
様
の
笑
顔
に
い
つ

も
力
を
も
ら
い
、
私
も
利
用
者
様
の
力
に
な
れ
る
よ
う
に
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
で
す
が
、
先

輩
方
に
教
え
て
頂
き
、
日
々
学
び
こ
れ
か
ら
も
望
洋
荘
で
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

        

『
望
洋
荘
』
の
各
部
門
の
内
部
の
紹
介
を
し
ま
す
。
今
月

は
「
勿
来
海
岸
通
り
」
で
す
。 

居
室
部
門
（
勿
来
ユ
ニ
ッ
ト
） 

勿
来
海
岸
通
り
一
丁
目
に

は
一
、
二
、
三
、
五
番
地
の
四
つ
の
居
室
が
あ
り
、
ほ
か
に

ホ
ー
ル
を
中
心
に
し
て
、
他
に
二
、
三
、
五
丁
目
と
命
名
さ

れ
た
居
住
地
区
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
十
六
名
の
方
々
が

支
援
す
る
職
員
と
と
も
に
住
ん
で
い
る
共
同
体
で
す
。 

                
利
用
者
数
は
、
十
六
名
で
最
高
年
齢
九
十
五
歳
、
平
均
八
十

二
歳
で
す
。 

 

ユ
ニ
ッ
ト
の
特
徴
と
し
て
は
、自
立
し
て
い
る
利
用
者
様
が

多
く
、
共
通
の
趣
味
は
主
に
歌
で
あ
り
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

で
も
歌
を
メ
イ
ン
に
行
い
間
に
体
操
な
ど
も
取
り
入
れ
る
と

皆
様
積
極
的
に
参
加
し
、
笑
顔
も
見
ら
れ
良
い
表
情
さ
れ
ま

す
。
又
飾
り
付
け
は
楽
し
く
を
モ
ッ
ト
ー
に
職
員
と
利
用
者

様
が
一
体
と
な
り
一
ヶ
月
毎
に
製
作
し
壁
面
に
貼
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
日
々
元
気
で
楽
し
く
過
ご
し
て
頂
け
ま

す
様
に
健
康
面
に
気
を
配
り
な
が
ら
利
用
者
様
の
笑
顔
が
見

ら
れ
る
様
、
勿
来
ユ
ニ
ッ
ト
職
員
一
同
頑
張
っ
て
行
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

                            

編
集
後
記 

『
望 

洋 

荘
』
便
り 

平
成
十
七
年
五
月
一
日
発
行 

発
行
所 

い
わ
き
市 平

豊
間
字
合
磯
三
十
九
番
地 

 
 

  

社
会
福
祉
法
人 

り
ん
さ
く
福
祉
会 

 
 
 
 
 

  

介
護
老
人
福
祉
施
設 

望
洋
荘 

電 

話 
 

（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
３
７
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
２
５
５ 

『
り
ん
さ
く
福
祉
会
』
平
成
十
六
年
度
決
算
報
告 

『
望
洋
荘
』
に
住
ん
で
み
て 

第
五
話 

 

勿
来
海
岸
通
り
へ
は
、
正
面
玄
関
を
入
り
直
ぐ
右
へ
曲
が

り
奥
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
前
を
通
っ
て
す
ぐ
右
側
に
あ
り

ま
す
。 

 

居
住
地
に
入
る
と
入
口
に
は
左
側
に
入
居
者
様
の
写
真

が
飾
ら
れ
て
お
り
、
更
に
ホ
ー
ル
を
通
り
デ
ィ
ル
ー
ム
に
進

み
ま
す
と
、
太
平
洋
が
一
望
で
き
ま
す
。
三
丁
目
・
五
丁
目

か
ら
も
眺
め
る
事
が
出
来
ま
す
。
向
側
に
四
倉
・
新
舞
子
海

岸
通
り
ユ
ニ
ッ
ト
が
あ
り
、
入
居
者
様
同
士
で
の
交
流
も
あ

り
ま
す
。 

今
月
の
言
葉
そ
の
⑯
（
倫
理
研
究
所
編
標
語
集
か
ら
） 


